
筑波大学附属図書館における
『高等教育のための

情報リテラシー基準』
活用事例報告

筑波大学附属図書館 村尾真由子

第101回全国図書館大会東京大会 第2分科会事例報告 2015/10/16 1



目次

活用体系表のカスタマイズによる
「筑波大学附属図書館
学習・研究支援体系図」の作成

広報への活用

振り返りへの活用

2



3



4



5



本発表の目標

どうやって使うの？

気軽に使ってみよう！



情報リテラシー基準の活用レベル（例）

情報リテラシー教育のプログラムづくり・改善

到達目標の共通認識形成・広報

FD
カリキュラム検討

提供プログラムの体系化
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活用体系表のカスタマイズによる
「筑波大学附属図書館
学習・研究支援体系図」の作成



体系化の背景

特にマスサポートプログラムの多様化

ラーニング・スクエアの開設

→学習支援推進WGによる新たな取り組み

学習・研究を支援する活動のうち、
複数の学習者・研究者を対象としたもの
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ライティング支援セミナー

LAセミナー
プレゼンテーションセミナー

学習支援
推進WG

LA

講習会・授業

オリエンテーション

レファ
レンス

E-learningコンテンツ

教員

学生

業者 図書館
職員
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図書館活用法



体系化の目的を共有
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体系的なマスサポート
プログラムを企画・
実施し、その成果を
評価できるようにする

マスサポートプログラムの
目標設定を明確にする

マスサポートプログラムを
目に見える形で

提示することにより，
教員や学内他部局との
連携を促進させる



体系化に必要な作業
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マスサポートプログラムを
内容・難易度で分類する

マスサポートプログラムと
その達成目標を
わかりやすく示す

マスサポートプログラムの
全体像を示す

体系図

マスサポートプログラム一覧



マスサポートプログラム一覧レベル 形態 講師
1（初級） W （Workshop) F （教員/Faｃulty)

2（中級) C （Class) V （データベース提供元）

C. 情報を分析・管理する 3（上級) L (LA  Seminar） 　

　 E (e-rearning)

 

A1

A1-C

A1-E

A1-E

A1-E

A1-W

A1-W

A1-W

A1-W

B1-W

B2-C

B2-C

B2-C

B2-C

B2-C

B2-C

B2-W

B2-W

B2-WV

B2-WV

B2-WV

B2-WV

B2-WV

B2-WV

B2-W

B2-W

B2-W

B2-WV

B2-WV

B2-WV

B2-WV

C3-WV

D1-WF

D1-WF

D1-WF

D1-WF

D2-WF

D2-WF

D2-L

D2-W

D3-W

D3-WF

D3-WV

D3-WV

D3-L

D3-L

E2-L

英語論文の書き方セミナー（カクタス/ユサコ）

英語論文の書き方セミナー（Elsevier or Sprinker or Tomson）

申請書で伝えるあなたの研究

伝わる研究のアウトプット術

異分野交流

事実？意見？　図表を文章で表現する

事実？意見？　「事実」と「意見」を区別する

プレゼンテーションセミナー

著作権ワークショップ

博士論文インターネット公表の基礎知識

自分を守る「情報リテラシー」　情報の山で迷わないために

経営・経済・ビジネス文献情報の探し方（Business Sourｃe ｃomplete）

文献管理ツール RefWorksの活用法

文書リテラシー　小論文とレポートの違いはわかりますか？

文書リテラシー　情報を構造化する

大学で身につけたい言葉の力　疑うことからはじめよう-批判的に読む-

大学で身につけたい言葉の力-主張の＜構造＞-

外国語論文の探し方（PubMed）

外国語論文の探し方（体育学編：SPORTDisｃus）

医学論文の探し方(医中誌Web・PubMed)

PsycINFO（心理学関連データベース）

法律・判例文献情報の探し方1(D1-Law.ｃom)

法律・判例文献情報の探し方2(Westlaw Japan)

LexisNexis（法律関連データベース）

PsycINFO（心理学関連データベース）

SciFinder Web版(化学情報データベース)

外国語論文の探し方　(ProQuest central)

外国語論文の探し方　(Web of Sｃience)

外国語論文の探し方（LISA）

国語III

フレセミ応用編

知の探検法

基礎化学実験　化学情報検索

まだ間に合う!今更聞けない図書館セミナー

日本語論文の探し方（ｃiNii）

留学生オリエンテーション

図書館の使い方（初心者編）

新任教員オリエンテーション

30分でわかる！文献検索から入手まで

国語I

国語II

新入生履修ガイダンス

フレッシュマンセミナー

週5図書館生活どうですか？The Movie

週七のお薦め利用術！

図書館チュートリアル


新入大学院生オリエンテーション

学習・研究支援マスサポートプログラム一覧　2015
内容

A. 図書館を使う

B. 情報・論文を探す/入手する

D. 自分の考えを伝える

E. 知見を拡げる 分類表

分類記号

プログラム名
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学習・研究支援

体系化の範囲＝情報リテラシー教育＋α

情報リテラシー教育

図書館を使う

情報・論文を探す/入手する

自分の考えを伝える

情報を分析・管理する

知見を拡げる
14



分類表と分類記号

レベル 形態 講師
1（初級） W （Workshop) F （教員/Faｃulty)

2（中級) C （Class) V （データベース提供元）

C. 情報を分析・管理する 3（上級) L (LA  Seminar） 　

　 E (e-rearning)

 

A1

A1-C

A1-E

A1-E

A1-E

A1-W

A1-W

A1-W

A1-W

B1-W

B2-C

B2-C

B2-C

B2-C

B2-C

B2-C

B2-W
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B2-WV

B2-WV

B2-WV

B2-WV

B2-WV

B2-WV
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B2-W

B2-WV

B2-WV
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B2-WV

C3-WV

D1-WF

D1-WF

D1-WF

D1-WF

D2-WF

D2-WF

D2-L

D2-W

D3-W

D3-WF

D3-WV

D3-WV

D3-L

D3-L

E2-L

英語論文の書き方セミナー（カクタス/ユサコ）

英語論文の書き方セミナー（Elsevier or Sprinker or Tomson）

申請書で伝えるあなたの研究

伝わる研究のアウトプット術

異分野交流

事実？意見？　図表を文章で表現する

事実？意見？　「事実」と「意見」を区別する

プレゼンテーションセミナー

著作権ワークショップ

博士論文インターネット公表の基礎知識

自分を守る「情報リテラシー」　情報の山で迷わないために

経営・経済・ビジネス文献情報の探し方（Business Sourｃe ｃomplete）

文献管理ツール RefWorksの活用法

文書リテラシー　小論文とレポートの違いはわかりますか？

文書リテラシー　情報を構造化する

大学で身につけたい言葉の力　疑うことからはじめよう-批判的に読む-

大学で身につけたい言葉の力-主張の＜構造＞-

外国語論文の探し方（PubMed）

外国語論文の探し方（体育学編：SPORTDisｃus）

医学論文の探し方(医中誌Web・PubMed)

PsycINFO（心理学関連データベース）

法律・判例文献情報の探し方1(D1-Law.ｃom)

法律・判例文献情報の探し方2(Westlaw Japan)

LexisNexis（法律関連データベース）

PsycINFO（心理学関連データベース）

SciFinder Web版(化学情報データベース)

外国語論文の探し方　(ProQuest central)

外国語論文の探し方　(Web of Sｃience)

外国語論文の探し方（LISA）

国語III

フレセミ応用編

知の探検法

基礎化学実験　化学情報検索

まだ間に合う!今更聞けない図書館セミナー

日本語論文の探し方（ｃiNii）
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図書館の使い方（初心者編）
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フレッシュマンセミナー

週5図書館生活どうですか？The Movie
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図書館チュートリアル


新入大学院生オリエンテーション

学習・研究支援マスサポートプログラム一覧　2015
内容

A. 図書館を使う

B. 情報・論文を探す/入手する

D. 自分の考えを伝える

E. 知見を拡げる

レベル 形態 講師
1（初級） W （Workshop) F （教員/Faｃulty)

2（中級) C （Class) V （データベース提供元）

C. 情報を分析・管理する 3（上級) L (LA  Seminar） 　

　 E (e-rearning)
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新入大学院生オリエンテーション

学習・研究支援マスサポートプログラム一覧　2015
内容

A. 図書館を使う

B. 情報・論文を探す/入手する

D. 自分の考えを伝える

E. 知見を拡げる

レベル 形態 講師
1（初級） W （Workshop) F （教員/Faｃulty)

2（中級) C （Class) V （データベース提供元）

C. 情報を分析・管理する 3（上級) L (LA  Seminar） 　

　 E (e-rearning)

 

内容
A. 図書館を使う

B. 情報・論文を探す/入手する

D. 自分の考えを伝える

E. 知見を拡げる

▼分類記号の例
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内容 レベル 形態

講師



高等教育のための情報リテラシー基準活用体系表(例）

情報活用行動
プロセス

レベル

達成要件

16



17



18

レベル

情
報
活
用
行
動
プ
ロ
セ
ス

達
成
要
件

マ
ス
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム



学習・研究支援体系図の制作過程

表を学習支援と研究支援にわける

学習支援 研究支援
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対象者を明示する

初級
学群1,2年 大学院博士

教職員

中級
学群2~4年

上級
学群3,4年
大学院修士
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学習・研究支援体系図の制作過程



レベル

情
報
活
用
行
動
プ
ロ
セ
ス
の
場
面

達
成
要
件

達
成
要
件

達
成
要
件

情
報
活
用
の
場
面

文章を検討し、カスタマイズする
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学習・研究支援体系図の制作過程



達成要件に照らしてマスサポートプログラムを配置する

レベル

情
報
活
用
行
動
プ
ロ
セ
ス
の
場
面

達
成
要
件

マ
ス
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
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学習・研究支援体系図の制作過程



23



過不足の発見と新規プログラムの検討へ



今後の展望

筑波大学附属図書館 学習・研究支援体系図

全学的な学習支援・研究支援へ

英語版の作成わかりやすい広報

特定学類の教員と連携し
「特定学類体系図」を作成

当該学類の学生及び教員を対象に
調査し、その有用性を評価

短
期
的
展
望

長
期
的
展
望

関係部署と連携し、
本学の情報リテラシー基準を作成

全学的な情報リテラシー教育に活用

学習支援
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各組織の支援活動を本体系図に
位置づけて情報を共有

学内の研究支援活動を一元的に把握
し活用できるようにする

各研究支援活動の妥当性や有用性の
検討

不足している支援活動について関連
部署と共同してプログラムを開発

研究支援

中
期
的
展
望
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まとめ

マスサポートプログラムの体系化から得られた効果

マスサポートプログラムの全貌を一元的に把握・可視化できた

→できている部分が確認でき、不足している部分を発見できた
→新規プログラムの検討へ

体系図は他部局への営業に効果あり！を実感

学生の情報活用行動プロセスを意識し、教育的な効果にも
配慮された広報・情報発信を検討する契機に

体系図をひとつのマイルストーンとして、
今後の展望を部内で共有できた

１

２

３

４



広報への活用



情報活用プロセスと連続性重視のポスター
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2012-2013 2014



リピーターのしおり
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振り返りへの活用



リピーターのしおり適したセミナーは？
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リピーターのしおり各回のページ
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ねらい

達成目標

受講前後
のセルフ
チェック

受講前の期待

セミナーで得られたもの

もっと聞きたかった事

タイトル
講師
日時



振り返りへの活用
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受講前 受講後
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まとめ


